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第
九
年
第
一
期
懐
癒
堂
講
義
講
演
日
誌
畔
陀
止
十
四
鱈
琴
[

一
月
十
一
日
い
（
日
曜
）

日
曜
朝
講
（
第
二

fi
五
回
）
聴
講
者
十
名

論

語

畔

彗

這

四

に

＂

松

山

敢

授

同
十
二
＂
（
月
曜
）

定
日
講
義
（
第
六
百
五
十
回
）
馳
謁
生
六
十
六
名
出
席
四

十
六
名

敢

育

勅

語

捧

讀

，

松

山

敢

溢

以

韓

非

子

喩

老

篇

首

稲

束

講

師

詩

経

＊

雅

韓

変

財

津

講

師

同

十

四

H

（
水
曜
）

定
日
講
義
（
第
六
“
五
十
一
阿
）
邸
講
生
六
十
六
名
出
席

――-+1
名

自
五
井
縛
禎
・
『
巾
井
竹
山
非
徽
日
』
條

i

先
哲
叢
談
至
怨
之
四
終

財

津

講

師

自
巻
九
、
十
六
丁

至
同
十
入
丁
（
王
子
偵
習
録
）

理
學
宗
偵

（

第

八

十

九

回

）

松

山

附

鋒

敢

授

六
七

同
十
五
日
（
木
曜
）

定
H
講
義
（
第
六
百
五
十
二
回
）
聰
講
生
七
十
四
名
出
席

四

十

九

名

’

.

萬
葉
集
山
上
憶
良
、
日
本
挽
歌
、
子
等
を
思
ふ
歌

（

第

一

回

）

．

林

講

師

周

易

靡

認

ら

（

舟

町

）

松

山

数

授

同
十
六
日
（
金
曜
）

f

‘

文
科
講
義
（
第
六
十
四
回
）
聰
講
告
二
十
七
名
出
席
二
十

五
名『

カ
プ
“
ド
』
・
フ

p

>

．
コ
メ
ナ
第
五
節

（

第

八

阿

）

朝

永

講

師

朱
子
語
文
精
要
小
學
為
學
之
方
”

（

第

一

阿

）

’

.

松

山

敢

授

同
十
七
日
（
土
曜
）

定
期
講
演
（
第
二
百
四
十
一
二
回
）
聰
講
者
入
十
八
名

家
庭
数
育
ご
計
會
牧
育
（
第
一
回
）
野
上
講
師

同
十
八
日
（
日
曜
）

日
曜
朝
講
（
第
二
百
六
回
）
聴
講
者
二
十
四
名

松

山

敢

授

自
子
張
篇
第
十
九
窪
早

至

党

日

篇

首

章

論
語

通
俗
講
演
（
第
五
十
三
回
）
聴
講
者
九
十
餘
名



國
民
の
海
外
登
展
問
題

同
十
九
日
（
月
曜
）

定
日
講
義
（
第
六
Ii
五
十
一
二
回
）
聴
講
生
七
十
七
名
出
席

三
十
五
名

稲

束

講

師

自
楚
荘
王
既
勝
條

至
起
事
於
無
形
條

韓
非
子
喩
老

詩

経

大

雅

江

漠

＼

財

津

講

師

同

廿

Ia.
（
水
瞭
）

定
H
講
義
（
第
六
百
五
十
四
回
）
聴
講
生
七
十
八
名
出
府

二
十
三
名
し
・

先

脅

叢

談

自

高

女

岱

至

佐

藤

直

方

財

津

講

師

自
怨
JL
、
十
八
丁

繋
桑
偵
至
同
廿
一
丁
（
王
子
條
習
録
）

（

第

九

十

回

）

‘

松

山

致

授

澗
廿
二
日
（
木
曜
）

定
日
講
義
（
第
六
百
五
十
五
回
）
聴
講
生
八
十
二
名
出
席

五
十
五
名

山
上
憶
良
惑
情
を
反
へ
さ
し
む
る
歌

世
間
に
住
み
難
き
を
哀
し
め
る
歌

萬
葉
集（

第

二

回

）

林

講

師

周

易

程

博

鱈

嗜

翡

（

這

晶

）

松

山

放

授

廿
＿
二
日
（
金
曜
）

文
科
講
義
（
講
師
病
氣
の
た
め
休
講
）

同

山

本

講

師

同
廿
四
日
（
土
曜
）

定
期
講
演
（
第
二

fi四
十
四
回
）
聰
講
者
八
十
九
名

日
本
に
於
け
る
計
會
生
活
の
贅
逹
（
第
一
回
）

西

田

講

師

同

廿

五

H

（
日
曜
）

日
曜
朝
講
（
第
ニ

-n七
回
）
融
講
者
二
十
五
名

松

山

自
瑳
日
篇
第
二
章

論

語

至

大

尾

孟

子

概

説

同
二
十
六
日
（
月
曜
）

定
日
講
義
（
第
六
Ei
五
十
六
回
）
罷
講
生
八
十
三
名
出
席

＿
二
十
二
名

韓
非
チ
喩
老
畔
翻
襲
翡
耳
出
己
條
稲
束
講
師

詩

経

大

雅

常

武

財

津

講

師

同
二
十
入
日
（
水
曜
）

定
日
講
義
（
第
六
百
五
十
七
回
）
聴
講
生
八
十
三
名
出
席

二
十
六
名

先
哲
叢
談
自
佐
藤
直
方
至
浅
見
安
正
財
津
講
師

自
春
九
、
二
十
一
丁

至
同
二
十
四
丁
っ
王
子
博
習
鎌
）
、

理
學
宗
博

（

第

九

十

一

回

）

松

山

敢

授

同
二
十
九
日
（
木
曜
）

i
]
〗

り
定
H
講
義
い
（
第
六
百
五
十
八
回
）
聰
講
生
八
十
三
名
出
府

六
八

敢

授



四
十
七
名

山
上
憶
良
鎮
懐
石
を
よ
め
る

萬
葉
集
歌
外
敷
首

．

（

第

三

回

）

林

講

師

周

易

程

博

輝

悶

賢

（

譴

贔

）

松

山

敢

授

同
一
二
十
日
（
金
曜
）

文
科
講
義
（
第
六
十
五
回
）
聴
謬
生
三
十
七
名
出
席
二
十

二
名

『
カ
プ
こ
．
フ
ロ
＞
ゴ
メ
＋
（
第
九
回
）
頷
~
永
講
師

朱
子
語
文
精
要
総
學
之
方
（
第
二
回
）
松
山
数
授

同
―
―
―

-+-H
（
土
曜
）

定
期
講
演
（
第

1-fi四
十
五
回
）
慰
講
者
七
十
九
名

：
家
庭
敢
育
こ
祉
會
敢
育
（
第
二
回
）
野
上
講
師

二
月
一
日
（
日
曜
）

日
曜
朝
請
（
第

1

ll!!!
八
回
）
賂
講
者
二
十
三
名

（
第
一
回
）
松
山
放
授

自
孟
子
概
説
（
承
前
）

孟
千
至
梁
恵
王
上
首
章

同

二

H

（
月
曜
）

定
H
講
義
（
第
六
百
五
十
九
回
）
聰
謁
生
八
十
四
名
出
席

―
―
―
十
一
名

韓
非
子
（
講
師
為
病
氣
体
講
）

詩

経

大

雅

瞬

印

財

津

講

師

六
九

同
四
日
（
水
曜
〉

定
日
講
義
（
第
六
百
六
十
回
）
聰
講
生
八
十
名
出
席
二
十

四
名先

哲

叢

談

自

淡

見

安

正

至

安

積

覺

財

津

講

師

塁
篇
謡
雪
い
虹
け
遺
丘
子
偲
習
録
）

（

第

九

十

二

回

）

松

山

敢

授

同
五
日
（
木
曜
）

定
日
講
義
（
第
六
百
六
ナ
一
回
）
覇
諸
生
八
十
六
名
出
席

四
十
八
名

山
上
憶
良
貧
窮
問
答
の
歌

好
去
好
末
の
歌

萬
葉
集（

第

四

回

）

林

講

師

周

易

程

博

紐

順

翡

（

疇

晶

）

松

川

敢

授

同

六

H

（
金
曜
）

文
科
講
義
（
第
六
十
六
回
）
聴
講
生
二
十
七
名
出
席
十
一

名

「
カ
ッ
ト
』
プ
ロ
＞
ゴ
メ
ナ
（
第
十
回
）
朝
永
講
師

朱
子
語
文
精
要
為
學
之
方
（
第
三
回
）
松
山
敢
授

同
七
日
（
土
曜
）

定
期
講
演
（
第
二
百
四
十
六
回
）
酪
講
者
八
十
七
名

日
本
に
於
け
る
祉
會
生
活
の
登
逹



（
第
二
回
）

同

八

H
（
日
曜
）

日
曜
朝
講
（
第
二

fi
九
回
）
聴
講
生
二
十
一
名

自
梁
恵
上
第
二
章
（
第
二
回
）
松
山

至
第
一
二
章

孟
子

通
俗
講
演
（
第
五
十
四
回
）
罷
講
者
五
十
餘
名

稗

戸

我
國
租
税
の
輯
系
に
つ
き
て

同
九
日
（
月
曜
）

•• 

．
定
H
講
義
（
第
六
fi
六
十
二
回
）
聰
講
生
八
十
七
名
出
席

二
十
六
名

自

昔

者

紺

鳶

象

箸

條

稲

束

講

師

至
王
壽
負
書
而
行
條

韓
非
子
喩
老

詩

経

大

雅

召

＂

文

財

津

講

師

同
十
二
日
（
木
曜
）

定
H
講
義
（
第
六
fi六
十
芝
回
）
聰
講
生
入
十
七
名
出
席

四
十
七
名

山
上
憶
良
好
去
好
来
の
反
歌

天
皇
香
具
山
に
登
り
て
國
見
せ
す
時
の
御
製

萬
葉
集

林

請

師

歌
外
散
首
（
第
五
回
）

周

易

悶

謡

澁

（

嗜

町

）

松

山

赦

授

同

士

―
-
H

（
金
曜
）

文
科
講
義
（
第
六
十
七
回
）
賭
講
生
三
十
七
名
出
席
九
名

”
ぃ
＞
ェ
ペ
ン
、
ウ
プ
ト
、
ビ
ル
ヅ
プ
グ
グ
ロ
ッ
セ
、

西

田

講

師≫

数

授
講

師

ヂ

ィ

ヒ

ッ

プ

グ

第

十

四

回

藤

代

講

師

杜
詩
偶
評
港
二
題
李
尊
師
松
樹
障
子
歌
外
五
首

`

.

（

第

二

十

三

回

）

鈴

木

講

師

同

十

四

日

（

士

曜

）

『

定
期
講
演
（
第
二
白
四
十
七
回
）
賄
講
者
八
十
七
名

家
庭
敢
育
＜
J

計

會

敢

育

（

第

三

回

）

野

上

講

師

同
十
五
日
（
日
曜
）

H
曜
朝
講
（
第
二
白
十
回
）
粕
講
生
二
十
入
名

自
梁
恵
上
第
四
章
（
第
三
回
）
松
山
敢
授

至
同
第
六
章

孟
子

同

十

六

n
（
月
曜
）

定
日
講
義
（
第
六

Ei六
十
四
回
）
聴
講
生
八
十
九
名
出
席

三
十
名

自

夫

物

有

常

客

條

稲

束

講

師

韓
非
子
喩
老
至
楚
荘
王
柾
政
三
年
條

財

津

講

師

詩
経
問
頌
消
廟
我
牌

同

十

八

H

（
水
曜
）

脊
講
義
（
第
六
白
六
十
五
回
）
＇
雙
講
生
八
十
光
名
出
席

十
九
名

自

安

積

覺

至

源

君

美

財

津

自
港
九
、
二
十
七

T

先
哲
叢
談

理
學
宗
博
至
同
一
一
手
一
（
王
子
博
習
雙

（

第

九

十

＿

二

回

）

松

山

七
〇

数

授
講

師



同

十

九

H

（
木
曜
）

定
日
講
義
（
第
六

Ei六
十
六
回
）
聴
講
生
八
十
九
名
出
席

三
十
八
名

天
皇
内
大
臣
藤
原
朝
臣
に
詔
し
て
春
山
の
花
の

艶
'¥d

秋
の
千
葉
の
彩
セ
競
は
せ
た
ま
ふ
時
額
田

萬
葉
集

王
歌
を
以
て
判
り
た
ま
へ
る
歌

近
江
荒
都
を
過
ぐ
る
時
に
柿
本
朝
臣
人
麿
り
よ

め
る
歌
外
藪
首

'

'

（

第

六

回

）

林

講

師

周

易

悶

揺

認

（

讐

町

）

松

山

敢

授

同
二
十
日
（
金
曜
）

文
科
講
義
（
第
六
十
八
回
)
聴
講
生
三
十
七
名
出
席
五
名

『
カ
プ
}
』
•
フ
ロ
＞
．
コ
メ
ナ
休
請

朱
子
語
文
精
要
為
學
之
方
（
第
四
回
）
松
山
数
授

同
二
十
一
日
（
土
曜
）

．
定
期
講
演
（
第
一
'-H四
十
八
回
）
聴
講
者
六
十
一
名

日
本
に
於
げ
る
龍
會
生
活
の
登
逹

（

第

三

回

）

』

西

田

講

師

同

；

二

十

二

日

（

日

曜

）

．

日
曜
朝
講
（
第
二
白
十
一
回
）
賄
請
者
十
七
名

孟
子
自
簗
恵
上
第
七
章
脊
桓
晋
文
章
至
同
章
半

、

（

第

四

回

）

松

山

敢

授

七

同

二

十

三

H

（
月
曜
）

定
H
講
義
（
第
六

fi六
十
七
回
）
鶴
講
生
入
十
九
名
出
席

二
十
四
名

稲

束

請

師

自
除
老
楚
荘
王
欲
伐
越
條

至
説
林
上
子
平
日
出
走
條

韓
非
子

詩
経
周
頌
時
邁
咀
嗜

m
~
津
講
師

同

二

十

五

H

（
水
曜
）

定
H
講
義
（
第
六
白
六
十
入
回
）
罷
講
生
八
十
九
名
出
席

十
五
名

先

哲

叢

談

源

君

美

”

”

財

津

講

師

自
怨
九
、
三
十
丁

至
同
一
―
-
+
＝
I

丁
（
王
子
偵
習
録
）

理
根
宗
博

一

四

回

）

”

松

山

敢

授

（
第
九
卜

同
二
十
六
日
（
木
曜
）
~
，

定
H
講
義
（
第
六

fi六
十
九
回
）
酪
講
生
九
十
名
出
席
四

十
名萬

葉

集

狐

飼

翌

輝

糾

贔

呻

紅

8

（

第

七

回

）

林

講

師

自
刻
大
象
（
第
五
+
)
松
山
数
授

至

同

六

五

七

回

周
易
程
博

同
二
十
七
日
（
金
曜
）

S

、

文
科
講
義
（
第
六
十
九
回
）
罷
講
生
三
十
七
名
出
席
十
名

レ

ェ

ベ

ン

、

ウ

プ

ト

、

ビ

ル

ヅ

ン

グ

グ

ロ

ッ

七

。



デ
イ
ビ
ッ
ン
グ
（
第
十
五
回
）

杜
詩
偶
評
巻
二
観
打
魚
歌
外
七
首

（
第
二
十
四
回
）

同
二
十
入
日
（
土
曜
）

定
期
講
演
（
第
二
白
四
十
九
回
）
罷
講
者
六
十
三
名

家
庭
敢
育

Jゞ

祉
會
敢
育
（
第
四
回
）
野
上
講
師

三
月
一
日
（
日
曜
）

日
肥
朝
講
（
第
二

H
十
二
回
）
邸
講
者
二
十
名

自
築
恵
上
第
七
章
日
不
為
者
節

至
同
章
吾
惜
不
能
進
於
是
突
節

孟
子

松

山

敢

授

（
第
五
回
）

臨
時
通
俗
講
演
聴
講
者
約
三

fi名

8

家

族

制

度

に

つ

き

て

穂

積

講

師

同
二
日
（
月
曜
）

定
H
講
義
（
第
六

Ei
七
十
回
）
聰
講
生
九
十
名
出
席
―
-
+

三
名韓

非
子

詩
経
周
頌
振
骰
載
見

同
四
日
（
水
曜
）

定
H
講
義
（
第
六
百
七
十
一
回
）
聴
講
生
九
十
名
出
席
十

自
慶
封
硲
胤
於
齊
條

苓
韓
宜
王
謂
悽
留
日
條

説
林
上

稲

束

財

津

鈴

木
藤

代

講講

師 師

講

師
講

師

七

数

授

財

津

講

師

四
名先

哲
叢
談
自
源
君
美
至
室
直
消

自
港
九
、
三
十
一
一
一
丁

至
同
三
十
五
丁
．
（
王
子
博
習
録
）

理
學
宗
博

十

五

回

）

松

山

．
（
第
九

同

五

H

（
木
曜
）

定
日
講
義
（
第
六
白
七
十
二
回
）
聴
講
生
九
十
名
出
席
三

十
七
名

萬
葉
集
い
齢
子
の
駕
に
従
ひ
て
よ
め
る
歌

（

第

八

回

）

林

講

師

周

易

程

博

輝

鱈

賛

（

渭

町

）

松

山

散

授

同
六
日
（
金
曜
）

文
科
講
義
（
第
七
十
回
）
聴
講
生
三
十
七
名
出
席
す
一
名

『
カ
ッ
と
．
フ
ロ
＞
ゴ
メ
ナ
（
第
十
二
回
）
朝
永
講
師

朱
子
語
文
精
要
村
養

r

（

第

五

回

）

松

山

敢

授

同
七
日
（
土
曜
）

定
期
講
演
（
第
二
百
五
十
阿
）
賂
講
者
六
・
ナ
四
名

日
本
に
於
け
る
祉
會
生
活
の
登
逹

、

（

第

四

阿

）

西

田

講

師

同

八

日

(
H
曜）

日
曜
朝
講
（
第
二

h+-―l

回
）
聴
講
者
二
十
三
名



同

請講

師師

自
嗅
恵
上
第
七
章
五
畝
之
宅
節

至
梁
恵
下
第
三
章

孟
子

（

第

六

回

）

松

山

同

九

H

（
月
曜
）

定
日
講
澁
（
第
六
百
七
十
三
回
）
邸
高
生
九
十
名
出
席
―
―

十
一
名

韓
非

f

詩
経
周
頌
有
客
載
女

同
十
一
日
（
水
曜
）

定
日
講
義
（
第
六
白
七
十
四
阿
）
聰
諾
生
九
十
名
出
席
十

六
名肴

叢

談

自

室

直

消

雪

一

宅

維

明

財

沖

請

師

理
竺
篇
紐
雪
い
特
晉
子
包
習
鎌
）

（

第

九

十

六

回

）

松

山

数

授

同

十

二

日

6

木
曜
）

定
H
講
義
（
第
六

6
七
十
五
回
）
聰
講
生
九
十
二
名
出
寵

三
十
四
名

萬

葉

集

（

第

九

回

）

林

講

師

（
第
五
十
九
回
）
松
山
敢
授

自
復
象
博

至
同
六
四

周
易
程
偵

十
三
日
（
金
曜
）

諒

林

晶

闘

猛

鱈

麟

ポ

狐

條
和

束
財

津

数

授

七

文
科
諸
義
（
第
七
十
一
回
）
聰
講
生
―
―
-
＋
八
名
出
席
十
四

名
＞

工

ベ

プ

、

ウ

プ

ト

、

ビ

た

ヅ

プ

ゲ

グ

ロ

ッ

七

、

デ
イ
ヒ
ッ
ン
グ
・
（
第
十
六
回
）
藤
代
講
師

杜

詩

偶

洒

零

二

閥

山

歌

至

丹

育

引

よ

（

第

二

十

五

回

）

鈴

木

誂

師

同

十

四

日

て

土

曜

）

．

定
獨
講
濱
（
第
二
百
五
十
一
阿
）
惑
講
者
六
十
五
名

家
庭
敢
育
ご
耽
會
数
育
（
第
五
回
）
野
上
誌
師

同

十

五

日

(
H
暉）

日
曜
朝
講
（
第
一
ズ
ロ
十
四
回
）
聴
講
者
二
十
七
名

盆
第
七
回
）
松

m2
数

授

自
簗
恵
下
第
四
章

至
同
第
六
章

孟
子

同
十
六
日
（
月
曜
）

定
日
講
義
（
第
六

tI七
十
六
回
）
聰
講
生
九
十
二
名
出

席
十
七
名

租

束

講

師

自
紆
為
象
箸
條

至
筒
尾

韓
非

f

説
林
上

詩

霰

（

岱

講

師

病

氣

休

諧

）

財

津

謁

師

祠

十

入

H
（
水
曜
）

定
日
講
義
（
第
六
百
七
十
七
回
）
認
講
生
九
十
二
名
出
席

十
七
名



先
哲
叢
談
（
休
講
）

自
倦
九
、
一
二
十
入
丁

至
同
四
十
一
丁
（
王
子
偲
腎
録
）

理
學
宗
博

（

第

九

十

七

回

）

松

山

同

十

九

H

（
木
曜
）

定
H
講
義
（
第
六
百
七
十
八
回
）
聴
講
生
九
十
二
名
出
席

i

＿
二
十
五
名

柿
本
朝
臣
人
麿
石
見
國
よ
b
妻
に
別
れ

て
上
り
来
る
時
の
歌
外
敷
首

萬
葉
集（

第

十

回

）

林

講

師

周
易
程
博
自
復
六
五
至
尤
妄
大
象

（

第

六

十

回

）

松

山

数

授

同
t

，●●-エ＇
H

（

金

曜

）

｀

疇

文
科
聴
義
（
第
七
十
二
回
）
聴
講
生
三
十
八
名
出
席
十
二

名

，『
ヵ
プ
ト
』
プ
ロ
＞
．
コ
メ
ナ
（
第
十
三
回
）
朝
永
講
師

朱

子

語

文

精

要

存

養

（

第

六

回

）

松

山

敢

授

同
二
十
一

H

（
士
睛
）

定
期
講
演
（
腐
大
祭
日
休
講
）

同
二
十
二
日

(
H
曜）

日
曜
朝
講
（
第
二

H
十
五
回
）
聴
講
生
二
十
三
名

（
第
入
回
）
松
山
数
授

自
槃
悪
下
第
七
章

至
同
第
十
章

孟
子

敢

授

通
俗
謬
演
（
第
五
十
五
回
）
聰
講
者

H
餘
名

経

演

の

登

逹

（

第

一

回

）

本

庄

-

講

師

同
二
十
三
日
（
月
曜
）

定
H
義
講
（
第
六
白
七
十
九
回
）
聰
講
生
九
十
二
名
出
席

二

十

名

．

稲

束

講

師

韓
非
子
（
為
講
師
病
氣
休
講
）

詩

経

周

頌

良

矩

般

財

律

『

講

帥

同

二

十

五

H

（
水
曜
）

定
日
講
義
（
第
六
百
八
十
回
）
詭
講
生
九
十
二
名
出
席
十

五
名先

哲
叢
談
自
三
宅
絣
明
至
佐
藤
廣
義

財

津

講

師

十
七
回
）

（
第
三

自
巻
九
、
四
十
一

T

至
同
四
十
四

T
（
王
子
慎
腎
鎌
）

理
學
宗
博

（

第

九

十

八

回

）

松

山

敢

授

同

二

十

六

日

（

木

阿

）

＇

｝

ヽ

定
日
講
義
（
第
六

fi八
十
一
回
）
聴
講
生
九
十
二
名
出
席

三
十
一
名

柿
本
朝
臣
人
麿
が
妻
の
死
に
し
後
か
な

し
み
て
よ
め
る
歌

萬
葉
集（

第

十

一

回

）

林

周
易
程
偵
自
元
妄
初
九
至
同
六
二

q

七
瓜

講

師

．
 

？
贄



-

．．
 
（
第
六
十
一
回
）

同

二

十

七

H

（
金
曜
）

文
科
講
義
（
第
七
十
三
回
）
聰
講
生
三
十
八
名
出
席
十
一

名
＞
ェ
ベ
ツ
、
ゥ
プ
ト
、
ビ
ル
ヅ
ン
グ
グ
ロ
ッ
セ
、

デ

ィ

ヒ

ッ

ン

グ

（

第

十

七

回

）

藤

代

講

師

杜
詩
偶
評
窓
二
自
憶
昔
至
縛
錐
行

（

第

二

十

六

回

）

、

鈴

木

、

請

師

同

二

十

八

H

（
士
曜
）

定
期
講
演
（
第
二

Fi
五
十
二
回
）
鵜
講
者
五
十
六
名

H
本
に
於
け
る
祉
會
生
活
の
登
逹

．

（

第

五

回

)

-

西

田

講

師

同

二

十

九

日

（

日

曜

）

．

日
曜
朝
講
（
第
二
百
十
六
回
）
聰
講
者
二
十
四
名

孟
子
詞
順
鴨
評

l

章
（
第
九
回
）
松
山
敢
授

同
一
―

-+H
（
月
曜
）

定
H
講
義
（
第
六
百
八
十
二
回
）
聰
講
生
九
十
二
名
出
席

十
八
名

、
自
篇
首
至
荊
令

公
子
荊
伐
陳
條

韓

非

子

説

林

T

詩
罷
魯
頌
刷
袢
水

財稲

沖束

講講

師師

松

山

敢

授

七
五




